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大崎上島中学校 総合的な学習の時間 学習指導案 

指導者 澤田 健登 原  清澄 

    出口 彩 西田 健一 

１ 日 時：令和５年１０月１１日（水）５校時 

２ 教 科：総合的な学習の時間 

３ 学 年：１年A 組 

４ 単元名：「2030 年大崎上島ＳＤＧｓ実現プロジェクト！」 

５ 単元について 

単元における本質的な問い 単元における永続的理解（本質的な問いの答え） 

 よりよい町づくりに参画し

ていくために大切なことは何

か？ 

 地域社会には，その地域ならではのよさがあり特色がある。これら

の特色に応じた課題は，よりよい郷土の創造に関わって生じる地域な

らではの課題である。自身の地域における自分の生活や，自己の生き

方との関わりで考え，よりよい解決に向けて地域社会で行動していく

ことが大切である。 

（H29 学習指導要領解説 総合的な学習の時間編を参考） 

パフォーマンス課題 

プロジェクト名 

２０３０年大崎上島ＳＤＧｓ実現プロジェクト！ 

プロジェクトの目標 

人口減少が続いている私たちのふるさと大崎上島で，2030 年までにＳDGs を達成させるために

は，どんなことが大切なのかを 1 人 1 人が考えること。 

☆SDGｓ（Sustainable Development Goals「持続可能な開発目標」）は，すべての人々にとって

よりよい，より持続可能な未来を築くための目標である。2030年までに世界中で各目標を達成する

ことが求められている。 

求められる成果物や達成目標 

 「私たちの大崎上島 SDGｓ2030」レポート（別紙参照）を青海祭（文化祭）で展示し，保護者

の方や地域の方に見てもらうこと。 

評価項目 

①探究すること：プロジェクトの達成目標に向けて，よりよい方法を考え取り組むことができたか。 

②自ら行動すること：失敗を恐れず行動・チャレンジし，その結果を次の活動に生かそうとすること

ができたか。 

③自分を見つめること：自分の興味があることや得意なことを見つけたり，将来の自分や島の未来に

ついて考えたりすることができたか。 
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６ 生徒観・指導観 

生徒に学習に関するアンケートを実施したところ，『授業では，自分の考えを積極的に伝えています。』

に否定的に回答している生徒の割合は２０.０％,『「総合的な学習の時間」では，自分で課題を立てて情報

を集め整理して，調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいます。』に否定的に回答している

生徒の割合は１２.０％であった。「情報の収集」，「まとめ・創造・表現」といった探究的な学習過程に日

頃から十分に取り組めていないと感じている生徒が一定数いることがわかった。 

本単元は生徒の現状とＰＢＬの考え方を踏まえて単元構成を行った。指導にあたって，「まとめ・創造・

表現」の活動がより充実するように単元構成を行っていく。生徒にははじめに，「プロジェクトの全体計

画」を提示する。「プロジェクトの達成目標」や「評価項目」，「スケジュール」，「成果物」を示し，「まと

め・創造・表現」までの見通しを持たせる。また，振り返りシートを活用することで，毎時間や単元終了

後の自己評価をしやすくし，生徒の変容をとらえながら各時間の指導を行っていく。 

 また，本単元では，大崎上島でのＳＤＧｓの達成に向け，「トレードオフ」に注目する。トレードオフ

とは，何かを達成するためには何かを犠牲にしなければならない関係のことである。「電気の使用を抑え

ることで健康被害が出てしまう」，「風力発電や太陽光発電を行うために土地開発を進めた結果，景観が

損なわれた」など SDGｓの達成のためにはトレードオフの問題が避けられない課題である。トレードオ

フに着目することで，よりよい町づくりについてより具体性を持って探究させていきたい。 

 

７ 単元目標 

（１）自分の将来や，島の未来を考えるという探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知

識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，地域の特徴やよさに加え，地域が抱える

課題や探究的に学習することのよさに気付くことができるようにする。 

（２）プロジェクトの全体目標から自分の目標を設定し，達成のための計画を立て，情報を集め，整

理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。 

（３）探究的な学習に主体的・積極的に取り組み，地域と自分との関わりに関心を持ち，学習したこと

を自分の将来や今の生活に生かそうとする態度や，社会に参画しようとする態度を養う。 

 

８ 単元において育成しようとする資質・能力のかかわり 

 本校で育成しようとする資質・能力及び態度（○は本単元において育成しようとする資質・能力） 

思考力・判断力・表現力 ○ 
論理的に思考し，目的や意図に応じて自分の考えをまとめたり，発

表したりできる。 

主体性・積極性 ○ 
指示を待つのではなく，自らやるべきことを見つけて積極的に取り

組もうとする。 

自己理解・自らへの自信  ○ 自分の長所や短所を理解し，自己の生き方を考えようとする。 
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９ 単元の評価規準（ルーブリック） 

 

 

 

知識・技能 

 

思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度 

主体性・積極性 

 

自己理解・ 

自らへの自信 

A ➀課題の解決に必要な知

識及び技能を十分に身に

付けており， 

②地域が抱える課題につ

いて気付き，調査活動を適

切に，効果的に行うことが

でき， 

③自らの探究過程をふり

返ることで，探究的に学習

することのよさに気付い

ている。 

 

➀課題を発見・分析

し，②③適切な計画

を立て，それを実行

する中で考えたこと

を，④根拠を明らか

にしてまとめ，表現

している。 

➀課題解決に向けて

見通しを持ち，粘り

強く取り組み，自身

の活動を振り返りな

がら次時の活動に生

かそうとしている。 

②③地域と自分との

関わりに関心を持ち，

今後の学習の在り方

や街づくりへの参画

の仕方，自分の特徴や

よさから生き方を考

えようとしている。 

B ➀課題の解決に必要な知

識及び技能を身に付けて

おり， 

②地域が抱える課題につ

いて気付き，調査活動を適

切に行うことができ， 

③探究的に学習すること

のよさに気付いている。 

 

➀②③課題の解決に

向けての計画を立て

ることができ，その

計画を実施し，④考

えたことを表現して

いる。 

➀課題解決に向けて

見通しを持ち，粘り

強く取り組み，自身

の活動を振り返ろう

としている。 

②③地域と自分との

関わりに関心を持つ

ことができ，自分の生

き方を考えようとし

ている。 

C ➀課題の解決に必要な知

識及び技能を身に付けて

いない。 

②また，地域が抱える課題

について気付き，調査活動

を行うことができず， 

③探究的に学習すること

のよさに気付けていない。 

➀②③課題の解決に

向けての計画を立て

ることができない。

または，計画を実施

することができなか

ったり，④考えたこ

とを表現したりして

いない。 

➀課題解決に向けて

見通しを持ち，粘り

強く取り組み，自身

の活動を振り返ろう

としていない。 

②③地域と自分との

関わりに関心を持つ

ことができない。ま

た，自分の生き方を考

えようとしていない。 
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１０ 単元計画【全３５時間】 

時 学習内容 評価 

第１次 

課題の設定 

１/３５ 小学校での「大崎上島学」をふり返る。  

 

知 

２/３５ SDGｓについて知る。 

SDGｓアクションカードゲーム「Ｘ（クロス）」に取り

組み，「トレードオフ」について知る。 

３/３５ プロジェクトの概要について知る。見通しを立てる。 

第２次 

情報の収集 

４～６/３５ 【体験学習１】中国電力出前講座 

これからのエネルギー問題 大崎クールジェン 

カーボンニュートラル 

 

 

 

 

 

主 

７～８/３５ 【体験学習２】大崎上島食育講座 

郷土料理「おおびら」をつくる。 

豊かな生活・健康と食生活 

９/３５ 【体験学習３】ものづくりマイスター講座 

SDGｓと「ものづくり」 造園の職業体験 

夏休み 【体験学習４】櫂伝馬乗船体験学習 

 伝統文化の継承 櫂伝馬に携わる方々との交流 

夏休み課題 大崎上島の「トレードオフ」を見つけよう！インタビュ

ー調査 

１０～１８ 

/３５ 

【体験学習５】福祉体験学習 

大崎上島の高齢者福祉 施設訪問 介護体験 

第３次 

整理・分析 

情報の収集 

 

１９・２０ 

/３５ 

大崎上島の解決すべき「トレードオフ」を考える。  

思 

２１～２５ 

/３５ 

「リソース」を探し，その活用案を考える。 

第 4 次 

実行 

（本時は２６時間目） 

２６～２８ 

/３５ 

アイディアを交流し，解決策を吟味する。 

 

思 

第５次 

まとめ・創造・表現 

２９～３２ 

/３５ 

レポートとしてまとめる。 

 

 

 

思 ３３・３４ 

/３５ 

レポートの交流をする。 

第６次 

ふり返り 

３５/３５ プロジェクトをふり返る。 主 
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１１ 本日の授業（第４次 ２６時間目）について 

（１）本時の目標：アイディアを交流し，解決策を改善しよう。 

（２）本時の学習の流れ 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」と判断した生徒への指導の手立て（◆） 

評価の観点 

（評価方法） 

 

 

１本時の位置づけについて確認

し，課題意識を持つ。 

 ・本時の学習記録シートを配

付・確認する。 

 

２本時の課題を確認する。 

 

 

 

３アイディアの交流を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

４意見交流をした結果をまとめ

る。 

 

 

 

 

 

５本時の振り返りをする。 

 

 

 

◇本時がプロジェクト全体でどのような位置づ

けにあるのかを説明し，本時の活動や今後の活

動について見通しを持たせる。 

◇プロジェクトの達成目標を確認する。 

 

 

 

 

 

◇「下書きワークシート」をもとに，アイディア

の交流を行う。付箋を用いて行う。 

意見交流の際には次の視点を持たせる。 

 

 

 

 

 

◆教員が事前に発表内容などを把握し，発表の支

援を行う。 

◇「学習記録シート」に意見交流の結果，レポー

トの清書を作成するのにあたり，参考になった意

見についてまとめさせる。 

 

◇グループ内でまとめた結果を交流する。 

◇学習記録シートを用いてふり返り・自己評価を

させる。次の視点を持たせる。 

・評価項目①と関連：グループの話し合いのよか

ったところ 

・評価項目②と関連：自分自身の参加の仕方につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思・判・表 

他人のアイ

ディアを聞き，

自ら考えたこ

とを，根拠を明

らかにして表

現できる。 

（観察・発

表・ワークシー

トへの記入） 

課題の設定 

情報の収集 整理・分析 

振り返り 

まとめ・創造・表現 

本時の課題：アイディアを交流し，解決策を改善しよう。 

 

視点①：「活用案」は「リソース」のよさを最大限生かしているか。 

視点②：解決策として他の「リソース」は考えられないか。 

視点③：「問題点・課題」として，他に考えられるものはないか。 
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１２ 実践記録 

第１次 

課題の設定 

○小学校での「大崎上島学」をふり返る。 

小学校での「大崎上島学」で印象に残ったことを，「自然（海や山）」「産業（水産業・

観光業・農業）」「伝統文化・歴史」「その他」と分類し，ふり返りを行った。 

 

 

 

 

 

○SDGｓについて知る。 

○SDGｓアクションカードゲーム「Ｘ（クロス）」に取り組み，「トレードオフ」につい

て知る。 

 SDGｓについて概要を説明し，金沢工業大学 SDGｓ推進センター作成の SDGｓア

クションカードゲーム「Ｘ（クロス）」を行った。ここで，「トレードオフ」と「リソー

ス」の関係について学んだ。特に，「トレードオフ」については，「何かを達成するため

には何かを犠牲にしなければならない関係のこと。SDGｓの達成のためにはトレード

オフの問題が避けられない課題」と説明した。 

 

 

 

 

 

 

○プロジェクトの概要について知る。見通しを立てる 

「探究学習シート プロジェクトの全体計画」をもとにプロジェクトの全体像を全体で

共有した。本指導案 P１０を参照。 

第２次 

情報の収集 

○【体験学習１】中国電力出前講座 

これからのエネルギー問題 大崎クールジェン カーボンニュートラル 

○【体験学習２】大崎上島食育講座 

郷土料理「おおびら」をつくる。 豊かな生活・健康と食生活 

○【体験学習３】ものづくりマイスター講座 

SDGｓと「ものづくり」 造園の職業体験 

○【体験学習４】櫂伝馬乗船体験学習 
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○【体験学習５】福祉体験学習 

大崎上島の高齢者福祉についての講話 車いす体験 施設訪問 介護体験 

「エネルギー」「食」「ものづくり」「伝統文化」「福祉」など多岐にわたる分野の体験活

動を行った。※福祉体験学習は講師の講話や車いす体験など，事前学習のみ実施となり，

施設訪問や介護体験は中止となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○【夏休み課題】大崎上島の「トレードオフ」を見つけよう！インタビュー調査 

夏休みの課題として，身近な大人に大崎上島にど

んなトレードオフがあるのかのインタビュー調査

を行った。インタビューを通して，トレードオフが

何なのか生徒自身の理解が深まったように思えた。 
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第３次 

整理・分析 

情報の収集 

○大崎上島の解決すべき「トレードオフ」を考える。 

○「リソース」を探し，その活用案を考える。 

体験活動やインタビュー調査などから 2030 年の大崎上島で起こりえる「トレード

オフ」を考えさせ，そのトレードオフを解決するための「リソースの活用案」を考えた。

次のようなトレードオフやリソースの活用案が子どものアイディアとして出た。 

トレードオフ 

大崎上島に観光客が増えたが，大串海岸の海のゴミが増えてしまった， 

リソース「リサイクル技術」活用案：ゴミ拾いのイベントを実施し，回収したものを

再資源化する仕組みを整える。 

 

トレードオフ 

高齢者福祉の職業に力を入れた結果，他の職業が衰退し，人口減少と少子高齢化がま

すます進んだ。 

リソース「リモートワーク」活用案：若い人を島に残しておくために，島外に出勤せ

ず，好きな仕事ができるようにする。島外に移住する必要がなくなる。 

 

トレードオフ 

大崎上島を若者が住みやすい町づくりにしたらお年寄りが住みにくくなった， 

リソース「ユニバーサルデザイン」活用案：ユニバーサルデザインを町づくりに取り

入れる。電動リクライニング，電動ベッド，足の不自由な方も移動がしやすい工夫な

ど。 

 

トレードオフ 

高齢者が増え，福祉施設を増やしたが，そこで働く人がいなくなってしまった。 

リソース「介護について学べる学校」活用案：会議について学べる学校をつくり，介

護の仕事をしてくれる人を増やす。また，介護士になるために大崎上島に人が来るの

で，人口が増える。 

※生徒のレポートを要約した 
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第 4 次 

実行 

○アイディアを交流し，解決策を吟味する。 

次のようなワークシート・付箋を用いて解決策の交

流をした。ワークシートには「問題点・課題」を書く

欄を設けている。活用案をより具体的・現実的に考え

ていくために設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

第５次 

まとめ・創

造・表現 

○レポートとしてまとめる。 

○レポートの交流をする。 

レポートとしてまとめ，レポートの発表会を行っ

た。次の評価表をもとに互いの発表を評価し合っ

た。 

 

 

 

第６次 

ふり返り 

プロジェクトをふり返る。 

生徒のふり返りには「大崎上島にはいろんな問題があるから，リソースを有効的に使

って未来の大崎上島が今より活気のあるよい町になっていたらと思う。」「これから少し

でもゴミ拾いのボランティアなどに参加したい。」「ゴミ箱の工夫など，観光地にあった

ゴミ箱が実際にあるとよいと思った。」「みんなの発表を聞いて，未来の大崎上島につい

てもっと考えることができた。」「私は高齢者福祉のことを考えていたけど，みんなの発

表を聞いて島には他にもたくさんの問題があることに気がついた。」「島の文化にはよい

ものがたくさんあるのでそれを残していきたい。」「大崎上島には娯楽は確かに少ないけ

ど，静かな雰囲気が大崎上島の魅力だから，自らそれを壊してしまうのも違うし，難し

い問題だと思った。」「将来，自分の考えたトレードオフやみんなが考えたトレードオフ

が実際にどうなっているか知りたいと思った。」「未来が良くなるように，自分も町のこ

とについてもっと知っていくことが大事かなと思いました。」「問題が１つ解決できても

たぶん，次の課題が見つかるだろうし。根本的なすべての解決にはならないだろうと思

うけど，少しずつ何かを変えることはできるかなと思う。」というものがあった。 
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総合的な学習の時間 探究学習シート プロジェクトの全体計画 ０９０１改 

1 年 A組     番  名前           

全体プロジェクト名 

2030 年大崎上島 SDGｓ実現プロジェクト！ 

プロジェクトの 

達成目標 

人口減少が続いている私たちのふるさと大崎上島で，2030 年までにＳDGs

を達成させるためには，どんなことが大切なのかを 1 人 1 人が考えること。 

☆SDGｓ（Sustainable Development Goals「持続可能な開発目標」）は，す

べての人々にとってよりよい，より持続可能な未来を築くための目標である。

2030 年までに世界中で各目標を達成することが求められている。 

プロジェクトに関

わる伸ばしていき

たい資質・能力 

 

思考力・判断力・表現力  主体性・積極性  自己理解・自らへの自信 

 

プロジェクトにお

ける評価項目 

①探究すること：プロジェクトの達成目標に向けて，よりよい方法を考え取り

組むことができたか。 

②自ら行動すること：失敗を恐れず行動・チャレンジし，その結果を次の活動

に生かそうとすることができたか。 

③自分を見つめること：自分の興味があることや得意なことを見つけたり，将

来の自分や島の未来について考えたりすることができ

たか。 

プロジェクトの 

成果物 

「私たちの大崎上島 SDGｓ2030」レポート（裏面参照）を青海祭で展示し，

保護者の方や地域の方に見てもらうこと。 

スケジュール ①小学校での「大崎上島学」を振り返ろう！ 

②SDGｓとはなんだろう？ 

SDGｓアクションカードゲーム「Ｘ（クロス）」をやってみよう！【１ｈ】 

③本プロジェクトについての説明【１h】 

④中国電力出前授業   

⑤食育講座  

⑥ものづくり体験授業 

⑦櫂伝馬乗船体験学習 

⑧福祉体験学習  

⑨大崎上島の「トレードオフ」を探してみよう。【２h】 

⑩大崎上島の「トレードオフ」に対して「リソース」探し，その活用案を考えよ

う。【４ｈ】 

⑪アイディアを交流し，解決策を吟味しよう！【１h】 

⑫レポートとしてまとめよう！【４ｈ】 

⑬レポートの交流会【２h】 

⑫プロジェクトのふり返り【１ｈ】 

 


